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一修士論文発表要旨-

込みえ、に影響を与える視覚運動系について

古 塚 孝

臨床，心理学

* )!f; 

自

1 序

2 実験8的

3 装援・方法

4 結果

Percept (知覚の最終産物)i土、僧体が発達の過程で

獲得した学習の総体を反車たしている。このことは、 von

Senden (1932) の成人になってから視覚が回復した患

者が、すぐに視覚刺激を弁加できないことからも切らか

である。 Perceptが学習成果の反映であるがゆえに、

それは、また、主体のもっところの、外界に対処する手

段である運動系の造作と抜き難く結合している。 Wer-

ner (1953)は、感覚緊張場の理論にたち、垂直知覚

が、身体の緊張配置により影響を受け、正しく知覚さ

れないことを示した。また、 Kohler(1964)は、被験者

の娘にプリズムを装置し、上下逆転した世界を与える

と、感覚・運動協応がうまく行かなくなる。その世界の

中で適応して行くためには、運動系をその中で用いるこ

とが必要書である。上下逆転への適応は、全体が一度に適

応状態に移行するのではなく、運動系の関与の大きいも

のは卒く完全に適応できるようになっても、他のものは

なかなか適応できないという状況が生じる。このことは

視覚像の成立・安定化には、その視覚像に伴う運動系に

ついての情報が必要とされることを示している。

次

5 考察

6 副次実験

7 むすび

限球運動と視知覚

生体全体の緊張配震状態が視知覚に影響を与えている

のは毒事実だが、 Werner . Kohlerの研究法では、どの

ようなメカニズムを基盤にしてそれが可能になるかにつ

いて論議できない。

ところで、限球遼動は、運動系の中でも特に、視覚を

成立させる操作としても作動する役割を担っている。こ

こに、より直接的な形で視覚系と運動系の相互作用が幸子

するのである。祝覚系と運動系(娘球運動系〉が安定的

に総合していない場合(通常とは違った形で両者の関係

が生じている時〕、 Perceptは不安定になる。例えば、

静止網膜像(限球運動がいくら生じても、それに対応

して刺激の続摸位置は変動せず、一定の位重量に停留して

いる。〉では、像は2、3秒で消失するのである。視覚系

により受容された情報と、受容のために用いた操作につ

いての情報(限球運動についての情報〉との矛盾は、し

かしながら、静止総膜像の消失に完全にかかわってはい

なし、。むしろ一端を荷っているといった方がよいのでは

あるが・.....。

本論文の目的は、運動系のー郊である限球運動系をと
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りあげ、それが、どのようなメカニズムのもとに Per- の通ワである。

ceptに影響を与えるかを、持間関係の分析を行なう中で A 準備系列一静止凝視(娘球運動なし〕でランドノレ

切らかにして行くことである。本研究では、特に、サツ トCのスキマのみえ率をほぼ50%に設定すべく、凝祝点

ケード後のVisualacuity (視力〉の変動をとりあげる の背景輝度の調節をした。調節は、ランプに送る電気の

こととした。サツケード後の Visualacuityの変動は 電圧を変動させて行った。

Volkmann et al. (1968)がまとめたように、抑制が生じ B 本実験一等質光フラッシュとランドルト Cフラ

ることのみが報告されている。しかし、 Lateralinhib- ッシュの間隔 (IFI)を指擦とし次のように行なった。

ition においては、抑制部分とともに促通部分がみられ 第l系列 IFI 1000ms巴c-40試行

る。

そこで、サツケード後においても、がp縦の後、抑制が

ーモメントとなって、促通が生じると仮説する。

装霞・方法

被験者は、 21歳~27歳男子 7 名。彼等は全員視力は

0.7以上て、あった。

第2系列 IFI 900msec-40試行

第3系列 IFI 800msec-40試行

第4系列 IFI 700msec-40試行

第5系列 IFI 600msec-40試行

第6系列 IFI 500msec-40試行

統制系列一静止凝視で40試行。

@ 

被験者は、絡室内の安楽街子に主任り、頭部は限定され

る。娘の前方80cmに投狭ドームが装置され、そこに京j戦

が提示される O 被験者は、車iI]戦合透過光としてみる。ド

ームの中心に十学形 (5阻一辺〉が21図98脚部繍で出さ

れる。この2個の十字形は、凝視点として用いる為、実

験を通じて出されている。十字形は黒で惑かれてある。

十字形の背景は、変E王様を用いて輝度を調節できるよう

になっている。光刺激発生装援2台、時間制御器1台を

用いて、約50μ秒持続フラッシュを2度一定の時間関隔

で出す。第1フラッシュは等緊光。第2フラッシェはラ

ンドルト C (Cの外径10岡、内径9[師、スキ-<1皿〉を

提示する為に用いた。際球運動の測定t土、両線尻・左限

の上下・溺王手(言十61殴〉に銀総電極をとりつけ、それを

脳波計に入れ、電位変化をベン議きさせることにより行

なった。この測定法は、①限の疲労が他の秘主主法にJtし

て少ない為、長時簡の実験が可能である。②眼球の動き

マ??下プー 一作、〆

T 
A き

ア時間l

凶I水平限努獲量志の記録
A 第 17ラdン-"Unのしる L
B-;高2フラツ〆 .1.unのLるし
， l~は臨時躍動帯時

ッウー 1・

ァウード

結 巣

一.-r一、-
ー噂凶馴‘
剖msec

久 旦

にすばやく反応し、時間関係の分析に適している。③綴 娘球運動 onの合図として等質光フラッシュを用い、

部極主主を厳綴にしなくてもよいという長所がある。 号事質光フラッシュとランドルト Cフラッシュの間隔

実験手続きは以下の順序によった。数分の時願応後、 (IFI)を変数とした為、図 IIDのように、まだ限球が右

被験者は、準備ができたら、 「はし、Jという。実験者 凝視点にもどらない官官にランドルト Cが提示されるとい

はすぐに、等質光フラッシュを出し、その後一定間隔を うことがさたじた。周辺授と中心視では、視カに大きな室長

経て (1000msec~500n1sec) ランドルト C を提示する。 が出る為、ランドルトCを中心潟でとらえることができ

被験者は、右凝視点をみている時に等質光フラッシュを た時のみを分析の対象とした。よって、分析は、娘球が

みる。フラッシュをみたらすぐに左凝視点に線球を移動 15凝祝点への運動を始めた時をomsecとし、ランドん

させ、またすぐに右凝視点に娘球を移す練習を行なう。 トCの提示までの時間関痛を示擦とした。

この練習中に、往復するのに何msecかかるかを測定し 図2は、綴球運動〈サツケード〉後の視力の時間約推

綾低 IFI(フラッシュ間間隔〉を設定する。往復員良球運 移を図示したものであるO 横車自に右凝祝点へのサツケー

動において、再び右凝視点に帰ってくる官官後に、ランド ド加を起点としてランドルト C提示までの時間をとり

ルト Cを右凝視点のすぐ左側にフラッシ品で提示する。 縦軸に横車由の各単位に入った試行のうちのランドルト C

被験者は、ランドルト Cのスキマが、右側にあいている がみえた試行の%なとった (0…一一0)。また、x……x
か、友仮ilにあいているかを報告する。実験系列J!反序は次 (ロ〕は、当試行はスキマがみえたが、その 1つ前の試
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行はみえなかったという

試行の単位内全体に対す

る%を示したものであ

るO これをグラブとした

意味は、統制j群としての

静止凝視系列では、ラン

ドルト Cのスキマは見え

始めたら連続してJ!え、

見えなくなったら遥続し

てJ!えないという状況が

生じることによる O もし

そうならば、連続ーなくず

すことが可能となるため

には、余程よい生体内の

状況が必要となるであろ

う。実線③は、逆に見え

ていたのが見えなくなる

試行の%である。

グラフ@によれば、サ

ツケード on療後、視力

は非常に惑い(達成率10

%)が徐々に回復して行

き、サツケード on後67

msecでほぼ統制系列と

跨じ達成率となれその

後 100msecまで上昇を

続ける。そして1ωO∞O~2677 

ms 巴飢cで

tは土あるとしても、ほぼプ

ラトーな経過を示す。ま

ずこグラフ@との調係で@

な見ると 133msecと233

msecのところに見えの

よくなる状態が生体内に

生じるのだと推定でき

るO

関3は、{属人別に筏カ

の時間的推移を見たもの

である。被験者、E、Fは

類似した推移を示してい

るのすなわち、 100msec

まではサツケード抑制

で、その後200msecから

300msecで達成率(ー祝

カ〕の上昇がみられる。

みえに影響を与える視覚運動系について
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また、被験者Bにおいても問じく 2聞の務ち込みがみら

れるが、その落ち込みは、 233msecと 333msecであ

る。この違いを主主じさせたのは、推定上、背景輝度の相

違であるらしし、。とL、うのは、視力を7f;すところの達成

率を静止凝視で、50%にするため、 E、Fは各22ボルト、

25ボルトの投写器電圧だが、 Bは、 32ボルトであった。

以上、結果を要約すると、

① 背景輝度が切るいほど、サツケード抑制は主主くか

カミる。

② サツケード抑制は 67~133msec で解除される。

③ サ v ケード後 100~300msec では、統制系列より

も視力の高い状態となる。

④ 200msecと300msec付近で視力の減退がわずか

ながらみられる。

考察

① 恕球選動系は、視知覚と密接に結合しており、情

報が perc巴ptの産出に十分ではない時、ある程度、そ

の不足を補うための操作として作動しうる。特に同一図

形知覚の保持の一端を担っている。

② 限球運動系にともなって生じる視力の変動は、こ

れまで抑制効果のみ報告されてきた(Volkmann1962， 

Latour 1962， Volkmann et a1.1968)本実験では、しか

しながら、抑制効果の生じた後、 100msec以降に促通

効果が存ずることが明らかになった。

③ この時に生じる祝カの低下は(抑制効果)、図形

の検定・解析・文字の知覚という図形性に作用する(言

語報告より〉。このことは、末梢て、抑徽が生じているの

ではないと推定される。

④ ところで、ある特定のものに注意を向けると、そ

れは、脳波を示擦とするならば、 Alpha-blockingを結

楽する。このこと宏、脳全体が一体となって当該刺激を

処理することだとすれば、その後に生じる Alpha波の

復活とは、目援が部分的に活動するだけで、東j戟を処理す

ることが可能になることといえよう。つまりその状態で

は、当面の処理と関係のない脳の部分が徐々に増大し、

かっ、自発的活動を始めるのである。そして遂には、当

該刺殺処理に障害を与える線になる。このことを雑音レ

ベルの上昇ととらえる。以上のような推移は、典型的に

は、静止縞膜像の笑験において生じる。つまり、娘球運

動系情報の変動にかかわらず、同一網膜部位に刺車えを提

示し続けると、刺戟は消失する。この事の脳波の変動は

U. T. Keesey (1967)によれば次のようになる。 明日波

出現と消失は、大部分、像の消失と再出現の報告に先立

つ011 このことは、静止網膜像の消失に脳の状態がある

程度影響を与えることを示している。以上のことから、

娘球運動と Percpt成立過程の関係について要約する。

同じがj戟を見続けても、東j戟がみえ続けるのは、 msec

の単位で①刺激をみること。②雑王子レベノレの上昇、〈主②

をとらえて娘球運動 on、④③の結果として雑音を swe.

epし，刺殺に対する緊密さの回復というループが働くの

である。このループの作動の結果、われわれは安定して

刺車えな見続けることが可能になるのである。総じて、静

止網膜像状況に設定されない場合、娘球運動系は、 per-

ceptの安定化に特にかかわっているといえる。

この時、問題なのは、いかにして、雑音レベルの低下

を導くか、またそのメカニズムは?とL、う問題である。

この問題は今後解くべき課題であるが、仮説的に述べて

みる。

① 雑音レベノレの上昇が、一定関鍛以上に迭すると、

娘球運動系の作動を促す。この運動系の変化が網機系を

刺戟し、その結菜、生体の arousalを高める。その日寺、

網膜では、刻ff究位鐙に変化が生じるので、新しいインパ

ルスの発射を生みだす。これもまた、続様系を刺戟する

ので、結局、主主体は当該刺激の処理を、今までの arou-

salより高い状態でうけとることになる。これがサッケ

ード後 100~300msec での促i惑を結果したので、はない

だろうか。このように考えると、 100msecと 200msec

での視力の上昇、 133msecと233msecでの視力の減退

は、上認のメカニズム王室長して日波自身の特性がのって

いるゆえだと解される。すなわち、 R.W. Lansing (19 

57)は、反応時間の遅速はα波の位相に関係し、 a波を

6つの位相に分鎖するとし 2、6、3、4、5、の瀬にな

ることを示した。またK.Gaarder et a1. (1966)によ

れば、娘球連動の一一穫であるフ Fッグ宏、 トリッガー図

として、誘発電位をとると、誘発電佼は、日波様の波な

示し、加算するたびに振幅は大になることを示した。も

し反応時間の遅速と視力の変動が対応しているならば、

100、200msecでの達成率の上昇は、(娘球運動が、 a波

の一定の位相で生じるのだから)a波の特定の位和に紛

激が提示されることによると忍われるのである。
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認知変容過程とそれに内在する心理学的機構の分析

質視野が視知覚に及ぼす効果について一

浜

回

1 序

2 実験認的

3 仮説・翌重論構成

4 方法

5 結果

.JltB寺院の等賞視野を主とする感覚遮断によって、幻視

及び認知機能の変化が生ずるとの突験が、 Be':ton 等

(1958)によって、報告されてL、る。かれらに代表され

るー速の感覚遮断法は、いずれも、 1 13から7日間の長

時間である。祝知覚の維持機構が、微小な時間特性に従

って、変動することを前提とすれば、短時間の感覚遮断

法をmいることによっても、幻視および認知不全が、生
ずることが、予測される。この意味で、本実験では、号事

号室視野(⑧ Ganzfeld=Gf これ以降は Gfと絡す〕を

30分に、限定した。本論文では、長時間の感覚遮断と短

時間の感覚遮断によって生ずる認知機能の変化の特伎を

比較し、視知覚の維持機構の時間籾を採ることを試み

た。微小な時間関係に応じて変動する有機体的示擦とし

て、覚際レベノしを考え、よって、視覚的活動水準の示擦

として、後頭部脳波と限球運動を記録することとした。

このような徴小な時間特性に従って、現実の「みえJの

安定さと維持する心潔学約機構として、認知定常化機構を

想定した。この認知定常化機構は、刺激手がかりの十全

さ(対象を構造化しうる手がかりの十:全さ)と視覚的活

動水準の強さに依存する。認知定常化機構は、 日経験

によって、不安定となり幻視および認知不全が生ずると

考えた。知覚的検出手段として、ネッカー立方体とミュ

ーラーリエノレ錯税関形を用いた。

く仮説・理論構成〉

認知定常化機構は、対象を構造化し、対象祝を維持す

る{動きをi'1JどるO みえの安定は、刺激最との対応の上で

田 正 恵

臨床心理学

次

6 対照実験

7 考察

8 閥次笑験

9 むすび

維持される。つまり、対象刺激が重要求するような視覚活

動水準の範囲内では、認知定常化機構は、安定に作動す

る。この機構は、刺激の手がかりの十全さを、前提とし

て作動する。対象刺激が要求するレベんよりも高い視覚

活動水準を、意図的に維持するようにすれば、認知定常

化機構の不安定が主主じ、視覚活動水準が、異常に高くな

る。よって、幻祝の発生を伴ない、さらには、 Gf後の

認知機構の変化をひきおこすと仮定する。

〈作業仮説〉

・反転関形 Gf後に Gf前と比べると反転時間およ

び反転率に変化をみい出すことが、できる0

・ミューラーリエル錯祝図形 Gf後に、 目前と比

べると、錯視最に変化をみい出すことができる。

く方 法〉

被験者は、大学生努子4名、女子1名の計5名を対象

とした。被験者は、実験教示をされ脳波空軍援と電気ショ

ック用電緩をつけて、実験室の安楽椅子に座り、 Gf用

の乳白色の照明カバーを顔にかぶさるようにして固定し

た。答申のしかたは、ネッカー立方体については反転の

たびのボタン抑し、 ミューラーヲエノレ錯祝図形について

は、標準刺激との比較による三件法の言語答申であっ

た。脳波な記録するために、頭頂部、左側頭部、左右後

頭部の4カ所に、そして、娘球運動を記録するために左

右限験、左前額部の3カ所の言十7カ所に、脳波用銀電極

を悶着した。不活役霞緩は、左右のヰ染に付着した。日

本光電製13チャンネノレ多用途E磁波記録装置を使用した。

mhu 
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誘導脳波は、向じく日本光電製の分析装授により 8~13

c/secの波形をとり出し、援艇の高さは、 10μV以上の

レぺんに分析し、 AD変換によってパルス数を表示し

た。電気ショック府の空愛媛2本は、右手のひときし指と

中指に付着した。実験に用いた案は、 5x4x3dで、

防奇策気~蔽、室長温調整のされた暗室である。等質商は

箆筏35cm、奥行llc盟の照明器具のカパーを利用した。被

験者と実験室外の実験者との逮絡は、マイク口フォンを

通じて行なった。脳波記録装震と分析裟震および等質光

発生装重量および刺激図形を出すためのブ口ジェクタ

は、暗室の外に設援されている O 反転図形とミューラー

リエル錆視図形は、等質光の上に議ねてドームj二に、プ

Pジェクターで投身すされた。銀とドームとの距離は、 ド

ームの奥行に等しい。図形刺激は、スライドで出され、

図形は、県輪郭線としてみえる。

〈車IJ戟系列と提示方法〉

A 実験手続

①反転筒形(提示時間は、 1分間〉

① ミューラーリエル錯視区!形(提示時間は、 0.5~ 1. 0

秒)。内向図形の長さを一定とし、外向図形の長さを

4種類とした。各刺激についての判断関数は6聞で、

計24回である。提示法は恒常法である O

③ 等質視野 30分間

④ 短い教示

⑤反転図形

⑥ ミューラーワエノL銭授図形

B 投身す溺での図形の大きさ

(図形の輪郭線の太さは、 2畑〕

① ネッカー立方体

② ミューラーリエノL図形

/¥  

矢羽根の角度 300 

矢羽根の長さ 0.6cm 

単位cm

く

内向関形の長さ 2.1cm 

外向図形の長さ 2.2~2.5cm 

く結 果〉

(1)反転率と反転時間(表I参照〕

Gf前において 5::i'iに共通な傾向は、反転の回数を増

す毎に反転時間が短くなれある一定した時間内に安定

することである。つまり Gf前における 1分際の反転図

形の持続視は、反転時間を短くするi環肉がある。また、

5名のうち2名は、 Gf前の反転時間の推移は他の3名

と同様、短くなってL、く傾向がみとめられるが、 Gf後

は、むしろその逆で悶をおうにつれて長くなっている。

(1)一表 I

被験者名
初発反 反転回

車主将積 数/分

GfWJ 2.6秒 16回
S 1 
Gf後 10. 7秒 7悶

Gf前 20.2秒 2図
S2 
Gf後 9.2秒 5凶

Gf前 2.1秒 36回
S3 
Gf後 2.5秒 41 !El 

E 19.2秒 5!El S4 
Gf後 14.6秒 3!El 

Gf前 19.6秒 7窃
SE 
Gf後 5.9秒 6図

(2) ミューラーリエノレ銭授図形の判断傾向

5名のうち4名は、 Gf前に比べて Gf後において短

縮傾向がみとめられ、他の 1名には伸長傾向がみとめら

れる。短縮とは、銭視最の減少を示すものである。

(3) 脳波資料の分析

A 等質視野時

30分間の最初の 1分と最後の1分をと与出し10秒毎に

パルスを総計し、その王子均パルス数を表示した。 5名に

は、最後の 1分において、わずかにα波長室の機大傾向が

みとめられるが、それはlOJLVというきわめて低振縞で

ある。従って Gf期には高い視覚的覚線状態が維持され

たとL、えよう。

B 反転図形提示期(グラフ(3)-B参照)

提示詩情 1分間の後頭部E磁波を10秒毎の総ノミノレス数で

表示した。 Gf後における反転額形凝視の際の視覚的活

動水準は、 Gf前に比べ、非常に高いか、または、不安

定な状態で‘あるのがみとめられる。

C ミューラージエル図形提示期
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刺激 onから 1秒間の田波パルス数を提示回毎に表示

して Gf前と Gf後とを比較した。 Gf官官に比べGf後

における α波パルス減衰傾向つまり視覚的活動水準の高

まりが、みとめられる。

D 反転図形およびミューラーリエル図形の「みえJに

ついての体験報告

反転図形およびミュ…ラーリエノレ図形については、全

被験者の共遜の傾向として Gf前に比べ Gf後の図形が

みにくいとの報告がみられる。

E 幻視の報告

Gf凝視ゅに幻視を報告したのは被験者5名のうち3

名である。幻祝の主な内容は、光りのかたまり、白い班

点、網目模様などであった。

く対照実験〉

認知定常化機構の作動の条件を分析する意味において

も30分間の Gfに対比しうる穣々の図形刺激提示場衝を

設定し、この前後における反転図形およびミューラーリ

エル銭祝量の知覚的結楽を比較した。図形刺激(以後は

FSと略す〉は、 17種類でアルファベット文字図形と幾

侭図形をつかった。被験者は、男子大学生1名である。

結果をみると、反転関形の反転率は、 FS提示前に比べ

FS提示後に、多くなり、反転待問も短くなる傾向を示

す。これは、前実験の結果とは、逆のパターンを示す。

ミューラーリエノレ錯視震は、 FS提示後は、 FS提示前に

比べ、減少傾向を示し、前実験と同一傾向を示す。また

脳波資料については、反転図形提示郊においても、鈴貌

顔形提示期においても、後頭部日波量は、 FS 提示前に

比べ、後において、主義大の傾向がみとめられる。

くヨ惨 事実〉

本実験では、被験者は、電気ショックの付加という形

で、いわば、、、み弘、ことを、強制される状態にあった。

これは、対象面の構造化ができないことと、高い祝党活

動水準の維持とが、結びつくことによって、認知機能の

変化が生じたものと考えられる。「みえJの安定を保持

する心理学的機構として、認知定常化機構を、想定し

た。この機構は、刺激手がかりの十全さと、視覚活動水

準の上昇、低下とLサ形での時間約推移による定常水準

への復帰によって、安定に作動すると考えた。 Gf前の

反転図形およびミューラーリエル図形における知覚的な

結果をもって、操作的に、知覚的定常状態とする。反転

図形については、 Gf前に比べて、 Gf後の反転待問が、

全体として長くなっていること、また、初発反事長時間が

長いことをもって、図一地体鋭化の殴難、とりも直さ

ず、それは、認知定常化機構の不安定の結楽であると解

釈した。ミューラーワエル鎗視震については、 Gf経験

とのストレートな結びつきが、実験手続上、得られなか

ったため、その結果については、甚だ、多妻量的であるが

本論文では、次の推定を試みた。ミューラーリエル錯視

最の減少は、練習効果による錆視震の減少と向ーの心涯

学的要問が、働いているものと考えられる。 Bennusi

号事は、 ミューラ…リエル鎗視愛を、規定する因子として

の態度要おの重要性を主張する。かれらは、図形を、あ

る統一的に犯援しようとする練習を積めば、鈴視愛を最

大阪にまで、高めうることを、実験的に報告している。こ

のことから、鈴視愛の減少が、図形の全体的把握の欠如

によるとも考えられる。が、なお、検討を要する。脳波

データは、一般に、 Gf後における日波主主の減少つまり視

覚活動水準の上昇を示した。以上のことから、認知定常

化機縁は、ピアジ'"(1952)のし、う税中心化の働きを、に

なう局面を有するとも考えられる。脱中心化とは、知覚

空間の非等質性を修正し、長目覚の盗みを調整する働き

である。また、 Hebb(1958)は、認知成立の機能とし

て、手がかり機能と覚際機能となあげている O 本論文

で想定した認知定常化機構t士、手がかり機能と覚書展機能

とを結ぶ図式であって、手がかりの十全さを欠く状態で

は、図式が作動せず、党酵機能のコントローノレをすること

ができなくなると思われる。さて、 Doane等(1959)は

4日間の感覚遮断後に、被験者たちが、現実の形象世界

にさらされ、テストをうけたときに、認知障害を示すこ

とを報告した。これらの報告の内容は意識体験にもとづ

き、次のようなことである。近いものが大きくみえる。

遠いものが小さくみえる、ものがゆがんでみえる、対象

が自分に向かつてくるなどである。この認知障害は 2~

3時間、時には、数時濁も持続するとされている。また

Heron (1957)は、 感覚遮断中に幻覚の発生が伴い、こ

の内容は、待問と共に複雑になると述べている。 Doane

等(1959)によると、幻視の発生にとって重要なのは、

関線で光入カが一定で、パターンが奪われているという

ことである。幻覚は、特定の感覚様式の制限に特有であ

って、 幻視の確率t土、 他の感覚の制限、 欠如によって

は、大して影響されなし、。これらの認知機能の変化が生

ずる最も重要な因子として、長時間の波新の乎渉をかれ

らは、考えているようで、ある。しかし、一方で、短時間

の感覚遮断によっても、幻視が、生ずるとの蕊拠が出さ

れている。 Myers等(1962)は、正常な成人被験者を

2群に分け、 1群には、ものがみえてくることが正常で

ある旨の教示を与え、もう 1若手には、ものがみえてくる

のは精神病者の特徴である旨の教示を与え、この2群の

幻視の発生君事を比較した。感覚~断は10分間である。前

者のグループには、後者のグループのおよそ2倍の幻視
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の報告が、得られ、また、後者のグループでも幻視の報

告は、得られた。この意味で、幻視は、感覚遮;断時にお

いて、きわめて普通的におこる現象であれ motivatio 

nal factorが、幻視発生のー菱沼となることを、この笑

験は示した。これと本実験の結果とを考え合わせると、

幻視現象と Heronたちのいう認知降客とを同一持関}ニ

の視覚的メカニズムとして論ずることは、できないで、あ

ろうと夜、は考える。つまり幻視は、構造化できない爾の

強い凝視の給楽生ずる視覚活動水準の高まりが起凶とな

って、短時間でも生ずるのであろう O まずこ、短時間の!接、

党j広断2去を用いることによって、視知覚の維持機構の、

微小な時間特性の分析が、深められるであろう O 精神分

裂術者にみられる幻覚現象と短時間の感覚遮断下での幻

覚とをrrrjーのメカニズムとして仮宿すれば、このメカニ

ズムとして入力系の終結]変動伎の低下が考えられるかも

しれない。認知定常化機構i士、微小なu寺間特性に応じて

「みえJの安定をま!l持する働きをになうものであって、

それは、短期記憶学t野とL、うJl5で、新たに、間慾化しう
る局磁な有するものと忠、われる。
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